
 

 

1時間目 

キッズの造形活動って、何だろう？ 

造形作家  緒方かおる 

 

放課後等ディサービス 

 

昨年（2016年）10月から今年 3月までの半年間の制作物の一部と一

緒に工作ワークショップとしての方向性を少し説明してみましょう。 

 

■目指すもの 

① ものつくりを通して、「場所、人、素材」に慣れること 

② 制作工程を大切にして、様々な手作業を体験すること。 

③ ものつくりの経験から、表現力・発想力を広げること。 

④ 個の力をチーム力につなげて、視野を広げること。 

 

 

 

■取り組み方 

 ワークショップでは、一人ひとりの個性、状態を確認できる課題

を考えます。子どもの状態に合わせて、初めの 1年間は、スタッ

フがサポートします。 

 

 

■個人制作、共同制作、発表 

６か月から１年間は、工作のプログラムに子どもやスタッフとの交流

から人間関係をはぐくめるものを取り入れます。この同世代の関係

づくりの取り組み方に保護者は大変魅力を感じます。 

 

■ １年以降から 

10 月を目指して、少しずつ子どもたちの自立や自主性を育む課題

でクラス作りをします。クラスでのチーム力が発揮できるように、スタ

ッフも介助体制から見守り体制へと変わります。完成したら「発表」

を目標にしたワークショップを考えていきます。 

（現在、定員は 10名ですが、締め切りました。） 

 


